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1　は　じ　め　に

「スズマル」は，本県で1990年に奨励品種に採用した納

豆用小粒大豆である。本品種について，拉大を抑えながら

安定多収を得るため，栽植密度と生育・収量及び品質の関

係を調査したのでその結果を報告する。

2　試　験　方　法

（1）試験年次1988年～1990年

（2）実施場所：青森県畑作園芸試験場（上北郡六戸町）

（3）土壌条件：普通畑，火山灰土，壌土

（4）試験区の構成

表1試験区の構成

区　　 番 1　　　 2　　　 3　　　 4　　　 5

栽植本数 （柚 ） 7．1　 9．5　 14．3　 19．0　 28．6

198 8 〇　　 〇　　 〇

年　 次　 198 9 〇　　 〇　　 〇　　 〇　　 〇

19 90 〇　　 〇　　 〇　　 〇　　 〇

注．畦幅×株間（cm．1株1本立て）

7．1本／d：70×20．0，9．5本／d：70×15．0．

14．3本／d：70×10．0，19．0本／d：70×　7．5，

28．6本／d：70×　5．0

（5）播種期1988，1989年5月5日

1990年5月10日

（6）施肥量（kg／a）：N O．6，P2051．4，K201．2

（7）l区面積及び区制：1区11．2lJ，3区制

3　試験結果及び考察

試験年次の気象は概して．1988年は低温，少照年，1990

年は高温，多照年，1989年は中間的気象経過をたどった。

（1）LAI（1990年）

8月7日（開花後26日）のLAIは，ポ当り7．1及び9．5

本区では2．55－2．58と低く，14．3本以上の区では4以上と

なった。特に19．0及び28．6本区では4．96－4．98と高かった。

（図1）
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図1　8月7日のLAI（1990）

より優った。

1989：主茎良，ポ当り英数は栽植本数が多い区はど多かった。

1990：主茎長は密植区はど長くなり，ポ当り英数は密棉

するはど多くなったが，ポ当り19．0本ではぼ頭打ちとなっ

た。（表2）

倒伏はいずれの年次も見られなかった。

（3）子実垂

1988：ヤマセ気象により各区とも低収であったが，ポ当

り14．3本区が19．0，28．6本区よりやや劣った。

1989：栽植本数が多い区はど俊った。

1990：ポ当り14．3，19．0．28．6本区がa当り34～35kgと

高く，7．1本区が最も低かった。（表2）

（4）百拉垂

1988：栽植本数が多い区はど軽くなる傾向が認められた

ものの微々たるものであった。

1989：処理による傾向は認められなかった。

1990：処理による傾向は明瞭ではなかったが，多収3処

理中ではd当り28．6本区が最も軽かった。（表2）

（5）粒大

1988：ポ当り19．0及び28．6本区が14．3本区より小粒化した。

1989：いずれの区も100％小粒以下であり，処理による

変動は認められなかった。

1990‥各処理とも96～97％が小粒以下で，2～3％が中

粒となった。多収を得た3処理の中ではより密植なほうが

1988‥d当り英数はd当り19．0及び28．6本区が14．3本区　納豆用小粒（5．5～6．1mm）割合が高かった。（表3）
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表2　成熟期形門、収＝

区 番 年次

主 茎 長 分 枝敷 真 義 表 象 全 童 子 実 垂 謡 霊 百 拉 垂 倒 伏

（cm ） （本 ） （爽 ） （粒 ） （kg／a ） （転々 ） （％ ） （g ） 程 度

3

■88

4 9 ．2　　　 6 ．6　　　　 5 97　　　 2 ．0　　　 4 4，1　 19 ．1　　　 9 2　　 18 ．3　　　 無

4 5 】．5　　　 5 ．3　　　 6 69　　 2．0　　　 49 ，2　　 2 0 ．8　 （10 0 ）　 17 ．8　　　 無

5 5 1．8　　　 4 ．3　　　 6 68　　 1．9　　　 4 8．7　　 2 0 ．7　　 10 0　　 17 ．7　　　 無

l

’8 9

4 3 ．2　　　 5 ．9　　　 9 53　　 2．7　　　 4 7．9　　 2 9 ．1　　 9 1　 12 ．2　　　 無

2 44 ．1　　 5 ．7　　 1、107　　 2 ．6　　　 5 1．7　　 2 9 ．8　　　 93　　 12 ．3　　　 無

3 5 1．5　　　 4 ．4　　 1，139　　 2 ．6　　　 5 2．2　　 3 0 ．9　　　 97　　 12 ．1　　 無

4 52 ．8　　　 3 ．8　　 1．2 15　　 2 ．5　　　 5 3．5　　 3 1．9　 （10 0 ）　 12 ．4　　　 無

5 57 ．7　　　 3 ．0　　 1．4 39　　　 2．4　　　 5 7．0　　　 3 2 ．8　　 103　　 12 ．7　　　 無

l

’9 0

29 ．8　　　 4 ．9　　 1，7 76　　 2．5　　　 3 8．3　　 2 3 ．4　　　 68　　 16 ．1　　 無

2 3 1．8　　　 4 ．5　　 1 ．8 68　　 2．4　　　 4 6．8　　 29 ．2　　　 8 4　　 17 ．0　　　 無

3 40 ．5　　　 4 ．5　　 2 ．123　　 2．3　　　 5 5 ．6　　 3 4 ．8　　 10 1　 17 ．5　　　 無

4 47 ．6　　　 4 ．1　　 2 ，28 5　　 2．4　　　 5 6 ．4　　 3 4 ．6　 （10 0 ）　 17．4　　　 無

5 50 ．5　　　 3 ．0　　 2 ．193　　 2．2　　　 5 7．0　　 3 4 ．1　　　 9 9　　 17 ．0　　　 無

表3　粒人分れ（市的％，箱11mm）

区 年 詫　 4・9　　 5 ・5　　 6．1　 7■3　　 7・9
番 次 目 （5．5 ） （6．0 ） （6．5 ）

3

■88

4 14 34 49

4 3 17 4 1 39

5 3 15 4 1 42

1

■89

3 27 5 1 19 0 0

2 3 26 54 17 0 0

3 2 3 1 52 16 0 0

4 3 24 52 21 0 0

5 1 22 56 20 0 0

1

’90

t 2 19 75 4 1

2 t 1 14 8 1 3 t
3 0 t 11 85 3 t
4 t t 13 83 3 t
5 t t 17 80 2 t

注．粒大分布の19郎年は（）内の筋目。
また，tは四捨五入して1％に満たないもの。

（6）障害拉

1990年は成熟後期に降l相が続き，腐敗等の障害粒の発生

が多かったが，その発生率はいずれも50％以卜と高く，処

理による傾向は認められなかった。（図2）
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図2　栽槽密度と障害粒率（1990）

4　ま　　と　　め

「スズマル」はいずれの栽橋密度でも倒伏は認められず，

密植適応性が高いと考えられた。7・実車はポ当り14．3，

19．0，28．6本医が7．1，9．5本区より高いが，1988年のよう

な低軋少照年の収虫確保のためにはポ当り19．0本以上の

栽柄本数が有利と考えられた。また．拉人，品質は処理に

よる変動は少なかった。

一112一


